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【 診 療 所 は ２ ０ 周 年 を む か え ま し た 】  

 1996 年 に誕 生 したことぶき共 同 診 療

所 は、今 年 の 4 月 で 20 周 年 を迎 えまし

た。そしてみなさんが今 読 まれているこの

「診 療 所 だより」は今 回 で 41 号 となります。

記 念 すべき第 １号 は 96 年 の 7 月 7 日 に

発 行 されました。その後 、年 ２回 発 行 さ

れ今 に至 ります。「小 さいことからコツコツ

と」（by 西 川 きよし）

が 私 の 座 右 の

銘 ですが、毎 日 、

毎 年 の 積 み 重

ねが、気 が付 い

て み る と 大 き な

こ と に つ な が っ

て い る よ う な 気

がします。とても

「 パ ー フ ェ ク ト ヒ

ューマン」にはなれませんが、今 後 も気

負 いすぎることなく、大 リーグのイチロー

のように当 たりまえのことを当 たり前 にク

ールにこなしていけたらいいなあと思 って

おります。今 後 もお付 き合 いのほどよろし

くお願 いします。 

 さて、２０周 年 を迎 え、「初 心 に帰 る」と

いうことで、診 療 所 設 立 当 初 の状 況 を振

り返 ってみましょう。 

 

 元 院 長 の田 中 俊 夫 は昭 和 40 年 （1965）か

ら 8 年 間 、横 浜 市 の「寿 生 活 館 （当 時 ）」とい

う 、 生 活 相 談 所 に 勤 務 し て い ま し た が 、 当

時 、寿 町 の人 々にとって、一 般 の医 療 機 関

が、かなり掛 かり

に く い も の で あ り

（ 違 和 感 を 持 っ て

迎 え ら れ る 等 ） 、

ま た そ の た め も

あ っ て 、 治 療 の

中 断 が 多 く 、 一

般 地 域 の人 々に

比 べ て 、 か な り

若 年 で 死 を 迎 え

て し ま う 人 々 が

多 かった。このため「何 とか医 療 をもっと身

近 な 、隣 の 家 に 行 くよ う に 気 軽 に 掛 か れ る

ものにしていきたい」との切 実 な願 いがあり

ました。 

 そこで、以 前 から寿 町 にて活 動 していたボ

ランティアグループで知 り合 っていた仲 間 や

医 療 ・福 祉 関 係 友 人 と協 力 し、1995 年 11
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月 に設 立 準 備 会 を発 足 。「ことぶき共 同 診

療 所 設 立 趣 意 書 」を作 り、6 つの基 本 方 針

を決 めました。そこには「時 間 的 、場 所 的 、

応 対 的 に、患 者 さんが来 やすい診 療 所 にし

て い く こ と 。 い わ ゆ る 敷 居 の 低 い こ と 」 が 診

療 所 の基 本 的 な理 念 とされました。そして、

翌 1996 年 4 月 の開 設 となりました。 

（ことぶき共 同 診 療 所 ホームページより引 用 ） 

 

 この時 の基 本 方 針 は、今 でもいろあせ

ることなく、診 療 所 の目 指 すべき方 向 が

書 かれています。まだまだマンパワー不

足 で不 十 分 なところはありますが、今 後

もできるだけこの理 想 に近 づけていけれ

ばと考 えております。 

 

 それから 20 年 。当 初 は精 神 科 ・内 科

だけで、しかも夜 のみの診 療 でしたが、

日 中 が主 体 となり、いろんな方 々が人 伝

に、あるいはホームページを見 て少 しず

つ手 伝 ってくれるようになりました。まさに

アメーバのように増 殖 し、現 在 は整 形 外

科 （週 1）のみならず、鍼 灸 院 、精 神 科 デ

イケアも併 設 するようになりました。 

 去 る 6 月 19 日 には、ここまで診 療 所 を

育 ててくださった関 係 者 の方 々への感 謝

と苦 労 を分 かち合 うために L プラザにて、

診 療 所 の 20 周 年 を祝 う会 を開 催 させて

いただきました。（20 周 年 記 念 誌 も刊 行 予 定

です。） 

 相 変 わらず毎 日 の診 療 では次 々と難

題 が襲 ってきますが、皆 様 と力 をあわせ

て少 しでもお役 に立 てるような活 動 をして

いきたいと思 いますので、よろしくお願 い

申 し上 げます。 

 

【 診 療 所 の 古 く か ら の 患 者 さ ん 李 正

任 （ イ ・ チ ョ ン ニ ン ） さ ん 亡 く な る 】  

 診 療 所 に長 年 通 う李 さんが亡 くなられ

ました。李 さんは診 療 所 開 設 当 初 からの

患 者 さんでした。当 初 は治 療 につながっ

ていなかったものの、前 院 長 田 中 先 生 を

はじめ多 くの方 々が長 年 根 気 よく付 き合

う中 で次 第 に信 頼 関 係 ができ、自 発 的

に服 薬 やデイケアの通 所 ができるように

なったのでした。李 さんは非 常 に倹 約 家

で自 分 の食 べるものを極 力 控 え、浮 いた

お金 を息 子 さんに渡 すことを生 きがいに

していました。お腹 が減 っているのではと

思 い「大 丈 夫 ？」と聞 くと、「ダイジョーブ

ダヨ」と笑 顔 で答 えるのが常 でした。 

 去 年 の夏 、普 段 なら何 を聞 いても「ダイ

ジョーブダヨ」しか言 わなかった李 さんが

珍 しく「アシガイタイヨ」という訴 えを繰 り

返 すようになりました。足 を診 察 しても特

に異 常 がなく「変 だなあ」と思 っていまし

たが、内 科 の先 生 が診 察 してくれた結 果

腹 部 に大 きな腫 瘤 が見 つかりました。病

院 で精 査 し、悪 性 腫 瘍 が強 く疑 われまし

た。病 院 の先 生 も丁 寧 に説 明 してくれて、

治 療 をすすめてくれたのですが、李 さん

は治 療 を希 望 されず、経 過 観 察 となりま

した。 
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 当 初 は元 気 だった李 さんも徐 々に弱 っ

ていき、ほぼ皆 勤 で長 年 通 い続 けたデイ

ケアも来 れなくなってしまいました。入 院

を勧 めても拒 否 があり、やむを得 ず訪 問

看 護 を入 れ、往 診 でフォローしました。い

よいよ食 事 がとれなくなり衰 弱 するに至 っ

てようやく入 院 に同 意 され H 病 院 にお願

い す る こ と に な り ま し た 。 す で

にかなり弱 っていたので、すぐ

にでも亡 くなってしまうのでは

と 心 配 し て い ま し た 。 し か し 、

李 さんがすごかったのはそれ

からです。入 院 すると食 欲 が

復 活 し、在 宅 時 よりも元 気 に

なったのです。一 瞬 は奇 跡 が

起 こったのかと思 いましたが、

しかし、病 魔 には勝 てず 4 月

28 日 に永 眠 されました。 

 今 で も 診 療 所 に 笑 顔 の 写

真 が 飾 っ て あ る の で す が 、 そ

れを見 るたびに「ああ、本 当 に

亡 くなってしまったのだなあ」と

さみしい気 持 ちになります。ご冥 福 をお

祈 りします。 

 

【 鍼 灸 師 の 鈴 木 さ ん が や っ て き た 】  

 長 年 勤 めていただいた鍼 灸 院 の佐 藤

さんが退 職 され、寂 しかった鍼 灸 院 に新

しい職 員 さんが来 られました。鈴 木 吏 津

子 さんです。もともと服 飾 関 係 の仕 事 を

されていたのですが、仕 事 のし過 ぎで体

調 を崩 され、それを鍼 灸 で直 してもらっ

たのが鍼 灸 師 を目 指 したきっかけだそう

です。自 らの病 の体 験 を生 かして、患 者

さんの目 線 にたった治 療 をしていただけ

ると思 います。今 後 もよろしくお願 いしま

す。 

 

【 福 祉 の 後 退 ？  ド ヤ の 特 別

基 準 廃 止 ・ 金 銭 管 理 の 中

止 】  

 昨 年 2015 年 7 月 1 日 から、

国 の 生 活 扶 助 基 準 の 見 直 し

を受 けて、住 宅 扶 助 基 準 の改

定 が行 なわれることになりまし

た。この国 の方 針 を受 け横 浜

市 でも「見 直 し」が行 われ、結

果 これまで約 2,200 円 /日 まで

認 められていたドヤ代 が、原 則

約 1,700 円 /日 までしか認 めら

れなくなりました。 

 私 の患 者 さんでも、種 々の理

由 でドヤを移 らざるを得 ない方

がいらっしゃったのですが、この「改 正 」

のためになかなかドヤをかわれず、このま

までは「社 会 的 入 院 も止 む無 し」というと

ころまで追 い込 まれました（ 結 局 、 あ ち こ ち

の方 々の努 力 のおかげで何 とか回 避 できました

が）。 

 ドヤにいる方 々の中 には、様 々な理 由

で一 般 アパートにはなかなか移 れない方

が多 く、また、熱 心 な帳 場 さんや、設 備
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の整 ったドヤでどうにかぎりぎり生 活 でき

ている方 も多 いのが現 状 です。受 け皿 も

用 意 できないうちに、このような選 択 肢 を

著 しく狭 めるようなやり方 はいかがなもの

かと思 います。すぐにアパート設 定 しても

らえる訳 でもないので「ドヤがだめなら入

院 したらよろしいんじゃないの？」とでもお

っしゃっているのかと勘 ぐってしまいます。

（最 近 の研 究 ではマリーアントワネットは「パンが

ないなら・・・」というセリフは言 っておらず濡 れ衣

であったようです）。 

 また、最 近 では、以 前 役 所 でしていた

だいていた金 銭 管 理 も中 区 で原 則 やら

ない方 向 となってしまいました。他 区 での

金 銭 管 理 をめぐる数 例 のトラブルがあり、

役 所 としてはトラブルを極 力 回 避 したい

という気 持 ちは理 解 できなくもありません。

しかし、様 々な現 場 で「金 銭 管 理 」は、障

害 者 の方 々が生 活 を送 っていくためのキ

ーポイントになっており、金 銭 管 理 をして

いただいたおかげで入 院 を回 避 できてい

た方 も多 くいました。十 分 な代 替 施 策 が

ない中 でこのサービスがなくなってしまう

と、治 療 においても様 々な問 題 が起 こる

ことが予 想 されます。困 難 な背 景 を抱 え

た患 者 さんが病 院 や施 設 ではなく、狭 い

部 屋 ながらも一 般 の地 区 で生 活 できると

いう、誇 るべき寿 町 の福 祉 システムも、こ

こに来 て曲 がり角 に来 ているのかもしれ

ないと思 うと表 情 が暗 くなってしまう今 日

この頃 です。 

 

【 田 中 俊 夫 先 生 亡 く な る 】  

 このだよりを読 まれている方 々にはすで

に情 報 が届 いているかもしれませんが、

当 診 療 所 を立 てた田 中 俊 夫 先 生 が本

年 6 月 23 日 、76 才 で亡 くなられました。 

 昨 年 の 診 療 所 忘 年 会 ま で はと て もお

元 気 でいらっしゃったのですが、1 月 以

後 急 速 に体 調 を崩 され、ついに逝 去 さ

れました。 

 あの穏 やかな声 がもう聴 けないと思 うと

私 としてもさみしい限 りです。田 中 先 生 が

掲 げた「寿 の人 に必 要 な、敷 居 の低 い

医 療 を提 供 する」という理 念 に立 ち返 り

ながらこれかも診 療 にあたりたいと思 いま

す。そして田 中 先 生 のご冥 福 をお祈 り申

し上 げます。 

（鈴 木  伸 ） 
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20 周年の会開催される	

 
 6 月 19 日 、11 時 からＬプラザで当 所 の

「20 周 年 の会 」が開 かれました。 

 出 席 者 には、「ことぶき共 同 診 療 所 設

立 趣 意 書 」と「ドンパン節 （ 寿 版 替 え 歌 ） 」

「花 は咲 く」の歌 詞 が配 られました。 

 まず、矢 島 雅 子 さんより、出 席 が叶 わ

なかった名 誉 院 長 の田 中 俊 夫 さんの 20

周 年 記 念 誌 原 稿 が 読 み 上 げ ら れ ま し

た。 

 診 療 所 が で き る ま で の 経 緯 が 簡 潔 に

書 かれている文 章 でした。「寿 町 の人 々

の 役 に 立 ち た い 」 と い う 思 い か ら 、 1975

年 頃 に医 学 部 への受 験 勉 強 を始 め、87

年 4 月 山 梨 医 大 へ進 学 し、93 年 3 月 に

医 師 免 許 取 得 した後 研 修 医 となり、95

年 10 月 設 立 準 備 会 を経 て、96 年 4 月

1 日 の診 療 所 開 設 に至 ったこと。ここまで

で約 20 年 間 がかかりましたが、何 とか開

設 まで漕 ぎ着 けたこと。“皆 で担 いでいる

診 療 所 ”としたかったため、あえて「共 同 」

を入 れたこと、などです。 

 次 に、現 院 長 の鈴 木 伸 さんより、田 中

俊 夫 さんと鈴 木 さんが医 者 になるまでの

こと、原 点 となった医 療 班 活 動 、診 療 所

設 立 までの経 緯 、設 立 趣 意 書 の説 明 、

「10 年 前 まで」と「その後 現 在 まで」の比

較 を中 心 に、スライドを使 った説 明 があり

ました。 

 鈴 木 さんの“和 ませトーク”が今 回 も炸

裂 しながら、診 療 所 のほとんど全 ての活

動 、関 わってきた人 の紹 介 が網 羅 的 に、

そしてその意 味 や意 義 も含 めて行 われ、

「やっと 20 歳 になりました」と感 慨 が述 べ

られました。 

 この後 は、篠 笛 に導 かれて、デイケアメ

ンバーと職 員 が壇 上 に上 がり、大 合 唱 で

す。寿 の四 季 を雄 弁 に語 る「ドンドンパン

パン」、2011 年 3 月 の東 日 本 大 震 災 で

生 まれることになった「花 は咲 く」を披 露

し、日 頃 の練 習 の成 果 がでて会 場 に響

き渡 り盛 り上 がりました（このあと船 崎 さんより

詳 細 報 告 があります）。 

 最 後 に、会 場 の方 々から、診 療 所 との

関 わりや思 い出 を語 っていただきました。
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クリーンセンターの須 田 さん、岡 さん、港

町 診 療 所 の早 川 さん、現 旧 の横 浜 市 福

祉 事 務 所 ワーカーの石 川 さん、高 橋 さん、

杉 浦 さん、児 島 さん、神 奈 川 病 院 の田

中 さん。ありがとうございました。20 周 年

の会 は終 了 をむかえ、「味 菜 」での懇 親

会 に移 りました。 

 外 部 からは、74 名 の方 々にご出 席 いた

だきました。ありがとうございました。 

（松 本  一 郎 ） 

 

◆ ◇ ◆ 

 

どんどんぱんぱん	

どんぱんぱん	

 

 先 日 、ことぶき共 同 診 療 所 創 立 ２０周

年 会 の会 場 で、我 らデイケアメンバーは、

歌 のご披 露 をさせて頂 きました。 

 デイケアのメンバーが、本 気 で「歌 うこと」

になったきっかけは、プログラムに来 て頂

いている篠 笛 奏 者 ・松 尾 慧 さんの伴 奏

で、震 災 復 興 支 援 ソング「花 は咲 く」を

歌 い始 めた頃 からのように記 憶 していま

す。「花 は咲 く」は、歌 の世 界 に自 然 に

引 き込 まれる力 のある楽 曲 です。デイケ

アメンバーの皆 さんも例 外 ではなく、むし

ろこの歌 に寄 り添 うように毎 回 、歌 ってく

ださいます。ここ数 年 は、デイケアのテー

マソングと言 って過 言 ではないほど、実

は歌 い込 んではいたのです。それぐらい、

この歌 はメンバーに欠 かせない歌 になっ

ていました。 

 さて。デイケアには、もう一 つ「朗 読 」と

いうプログラムがあります。演 劇 ワークショ

ップの活 動 をなさっている花 崎 攝 さん、

俳 優 の豊 田 一 也 さんに来 て頂 いて、プ

ログラムを進 めています。実 際 は、朗 読

を座 って聴 くだけではなく、メンバー自 身 、

チャンバラで切 られ侍 を演 じてみたり、谷

川 俊 太 郎 の詩 を題 材 に言 葉 遊 びをしつ

つ、表 現 に繋 がる可 能 性 を楽 しみながら

探 っています。今 回 、篠 笛 プログラムで

歌 っていた、秋 田 民 謡 「ドンパン節 」の歌

詞 を、ことぶきデイケアオリジナルバージ

ョンにしたらどうかと、花 崎 さんから提 案

がありました。なので、デイケアやことぶき

地 区 の季 節 の行 事 、それぞれの生 活 が

垣 間 見 られる言 葉 を皆 で探 していきまし

た。「エアコン設 定 １８℃」、「もち代 貰 っ

て宝 くじ」など、彼 らの実 体 験 を、花 崎 さ

んが歌 詞 に盛 り込 むと笑 顔 が見 られ、歌

声 にわくわくと楽 しい響 きが帯 び始 めまし

た。どんどんぱんぱんどんぱんぱん。そし

て、自 分 達 の歌 が完 成 したのです。この

ように、情 熱 溢 れる講 師 陣 の強 力 なサポ

ートを得 て、始 めてあの日 のお披 露 目 に

こぎつけたのです。 

 

 あの日 、舞 台 上 からメンバーの皆 さん

は、私 たちと一 緒 に、大 きな声 で歌 ってく

ださった方 々の笑 顔 を見 ることは出 来 た
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のだろうか、会 場 一 杯 の温 かく大 きな拍

手 を覚 えていてくれるだろうかと、心 密 か

に思 いつつ。 

 いずれにせよ、メンバーの皆 さんにとっ

て、楽 しい時 間 であったのならば嬉 しい

限 り。 

 皆 様 、お疲 れ様 でした。 

 そして、会 場 にいらした皆 様 、温 かい

歌 声 と大 きな拍 手 を本 当 にありがとうご

ざいました。 

（船 崎  葉 子 ） 
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今年の稲子の田植え	
 

 今 年 も無 事 に稲 子 の田 植 えが終 わりまし

た。デイケアからの参 加 者 は 4 名 のみでした

が、その分 スタッフの子 どもが 7 名 参 加 し、

平 均 年 齢 はぐっと若 くなった 1 泊 2 日 旅 行

でした。途 中 、診 察 を終 え電 車 で現 地 に駆

け付 けた鈴 木 先 生 も加 わり、総 勢 17 名 での

静 岡 バスツアーとなりました。偶 然 にも精 神

科 デイケアと集 団 保 育 ？が同 時 に行 われる

感 じになり、これって最 先 端 治 療 モデル？と

思 わせるもの（俊 夫 先 生 は 狙 っ て い る ？ ）になっ

て い ま し た 。 利 用 者 さ ん の な か に は 、 「 み ん

な大 きくなったね」とか、「子 どもばっかりじゃ

ね～か？」と言 いつつ歓 迎 ムードの方 など、

雰 囲 気 良 く、歴 史 ある“いつもの稲 子 のデイ”

になっていました。 

 田 植 えの方 はというと、天 気 は曇 り、ブヨ多

め。いつものように佐 藤 さんご夫 婦 、石 井 ド

ライバーさん、増 田 さん、静 岡 大 学 の学 生 さ

んらの協 力 で、最 後 は水 を張 るところまで行

い、きれいな田 園 風 景 を見 せて頂 きました。

病 気 対 策 ということで２種 類 の苗 が植 えられ

ました。今 年 はわけあり？とのことでしたが、

根 が しっ か り張 っ た 良 い 苗 で した 。ひ とり一

往 復 ぐらいの緩 いものでしたが、ちょうどいい

作 業 量 で は な か っ た か と思 い ます 。体 重 の

あ るＳ氏 は 田 ん ぼ の 泥 に は ま り、ど の す じ を

植 えたか一 目 で分 かり大 笑 い。Ｋ氏 は苗 を

配 る役 目 をしてくれたりと、各 々が“らしい働

き”をしてくれました。続 けて同 じ場 所 に来 て、

同 じ作 業 が出 来 るところが稲 子 デイのいいと

ころです。休 憩 中 、「この米 は自 分 らも食 べ

ているんですよね。」と、そんな感 想 もふとあ

りました。 

 温 泉 の後 は恒 例 のカレー作 り。Ｋ氏 手 作

りのサラダ付 きです。利 用 者 さんが作 ってく

れ た も の を 頂 け る の は 、 私 は 今 回 が 初 め て

でした。中 にはルッコラの手 作 り野 菜 の新 鮮

な香 りが加 わり、デイケア内 では作 れないオ

リジナルなものになりました。手 回 しよく、いろ

い ろ な も の を 用 意 し て 下 さ っ た ス タ ッ フ に も

感 謝 です。 

 食 休 みには、自 分 の身 の上 を話 し出 す方 、

故 郷 と稲 子 の 違 い に つ い て 話 した り、自 転

車 旅 行 に行 った時 のことを話 す方 など、ハイ

状 態 ではなく、自 然 と話 し出 してくれる感 じ

で し た 。 精 神 的 な 体 調 を 気 に さ れ て い た Ｎ

氏 も、トランプをして緊 張 がほぐれたのか、楽

しい時 間 を過 ごすことができました。結 果 的

に は い つ もよりは 体 調 を崩 す ことな く、稲 子

の旅 行 を終 えることができたようです。 

 2 日 目 。子 ども達 は朝 の散 歩 やニワトリの

世 話 を楽 しみ、大 人 たちは美 味 しい空 気 で

タバコを吸 い、ゆっくりとした時 間 を過 ごしま

した。その後 は朝 霧 高 原 で美 味 しいソフトク

リーム、作 り立 てチーズ、ピザを堪 能 しました。

昼 食 は朝 の残 りご飯 をおにぎりして、皆 で太

陽 の下 で食 べました。子 どもたちにも、大 人

た ち に も そ れ が 自 然 な 感 じ 。夏 の 稲 子 も 楽

しみにしています！     （下 田  一 輝 ） 
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Mr.Kopitto	
 

 「アンニョン・・・ナイスポニーテールヘア」と、髪 をアップにまとめているチャーミ

ングな看 護 師 に声 を掛 けて、処 置 室 に入 ってきた。今 日 もいつものように、ちょっ

ぴり赤 ら顔 だけれど、元 気 そうな〇さんが、血 糖 測 定 ・インスリン注 射 ・内 服 のた

めに毎 日 通 ってきている。私 たち看 護 師 も「アンニョン」と笑 顔 で挨 拶 をする。私

は、アンニョンの後 に「こぴっとしてますか」と付 け加 える。 

 最 初 に私 がこの〇さんと会 ったのは、5・6 年 前 、「昨 日 も転 んじゃやった…」と

膝 小 僧 から出 血 、そして処 置 している傷 の上 からまた転 ぶという繰 り返 しだった

気 がする。時 には転 び方 が悪 かったせいか、顔 面 まで傷 やら青 あざになっている

こともあった。治 りもなかなかで、この頃 は、よく「もう久 保 山 だぁ」と言 っていた。

久 保 山 ？ なんのことかわからなかったけれど、今 思 えば、体 調 も悪 く、弱 気 で

落 ち込 んでいたのかも知 れない。 

 その後 、デイケアへ行 く日 、役 所 へ行 く日 などのスケジュールが立 てられ、規

則 正 しい生 活 になったせいか、小 ざっぱりとした身 なりになり、転 ばなくなり…そし

てイクセロンパッチ効 果 で？（と私 は思 っているのですが…）、英 語 も滑 らかに、こぴっ

としている様 子 だ。 

 このこぴっとという言 葉 は、2・3 年 前 の NHK の‘花 子 とアン’という朝 のドラマで

使 われた山 梨 の方 言 で、‘しっかり’という意 味 だそうだ。〇さんが山 梨 出 身 と言

っていたのを思 い出 し、その言 葉 で声 を掛 ける。そして、若 いころ自 衛 隊 で英 語

を使 う部 署 にいたとか、それで英 語 がお得 意 なんだ、なるほどね。ハングルは、と

言 えば、行 きつけの飲 み屋 さんの韓 国 の人 がやっているらしい。これもなるほど。 

 今 日 も首 から下 げている、スケジュール表 を見 ながら、「今 日 は役 所 だ、ペイデ

イだぁ、アイムアリッチマン！」と。周 りにいる看 護 師 たちに、「いいな、いいな」と

言 われ、ちょっぴり照 れくさそうに処 置 室 から出 ていく。「ハヴアナイスデイ！！」

と言 いながら。 

（浜 本  和 子 ） 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 李 さん、逝く  

 
 

李 さ ん の 想 い 出  

共 同 保 育 ・いなこ農 場  佐 藤  八 州 子  

 

 李 さんが亡 くなった。李 さんのことを想 う時 、

いつも考 えることは、韓 国 から夢 を抱 いて日

本 に お 嫁 に 来 た で あ ろ うに 、思 うよ うに い か

ずつらかったろうなということです。 

 私 たちが李 さんと知 り合 ったのは、三 十 余

年 前 、彼 女 の息 子 Ｋが三 才 の頃 でした。共

同 保 育 が稲 子 に移 転 する前 のことです。す

でに李 さんは精 神 を病 んでおり、日 本 人 の

夫 とも別 れてＫを一 人 で育 てることは難 しい

と、通 っていた保 育 園 から相 談 されました。

最 初 は李 さんが勤 めに行 く早 朝 連 れて来 て、

夕 方 迎 え に 来 る 、 私 た ち が 保 育 園 に 送 迎

す る と い う 形 で し た 。 そ の 頃 の 李 さ ん は 、 幻

聴 があるらしく大 きな声 で外 に向 かって韓 国

語 と日 本 語 の混 じった言 葉 で叫 んでいまし

た。Ｋはオムツが取 れず、その交 換 もしてい

ない状 態 でした。徐 々に彼 女 の病 状 からＫ

を二 十 四 時 間 共 同 保 育 で生 活 させ、彼 女

が通 うという形 になりました。 

 その頃 の李 さんの一 貫 した考 えは、働 いて

よい生 活 をする。Ｋを手 離 さないということで

した。彼 女 の病 状 ですから、勤 め先 も転 々と

したようです。でもやめさせられてもすぐ次 の

仕 事 を探 して 来 る、そ の 執 念 に は い つ も驚

かされました。又 、「Ｋをよい学 校 に行 かせて、

大 き な マ ン シ ョ ン に 住 む 」 と い う こ と を ず っ と

云 っていました。正 に「スカートの風 （チマパラ

ム ） 」と云 わ れ た 韓 国 の 教 育 マ マ そ の も の で

した。 

 Ｋ が 十 一 才 の 時 に 共 同 保 育 が 稲 子 に 移

転 した時 には大 変 でした。田 舎 の小 さな学

校 に 転 校 し て き た の で す か ら ― ― 。 月 に 一

回 は 電 車 で 稲 子 に 来 ま し た が 、 あ る 時 Ｋ の

ランドセルと大 切 なアルバムを持 って帰 って

し ま い ま し た 。 彼 女 の 心 か ら の 抗 議 の 表 明

だったと思 います。 

 最 初 に会 った頃 三 十 代 前 半 だった李 さん

は、花 柄 のワンピースなどが似 合 う美 しい人

でした。日 本 語 も日 本 の文 字 も来 日 前 に学

んできたようで、頭 の良 い人 だと思 いました。

ア パ ー ト に は キ ム チ の カ メ が た く さ ん 並 ん で

いました。ワタリガニの料 理 やチヂミを作 って

くれたこともありました。韓 国 に時 々里 帰 りも

して、そんな時 には子 どもたちに必 ずおみや

げを買 って来 てくれました。 

 病 状 が安 定 していたら、もっと韓 国 の料 理

や言 葉 を教 えてもらったり、家 族 のことや彼

女 の思 いを語 り合 えたのにと残 念 に思 いま

す。 

 しかし、晩 年 は、大 好 きな俊 夫 さんの診 療

所 で 、 皆 さ ん に お 世 話 に な り 、 最 後 ま で 手

厚 く看 取 っていただき、本 当 によかったと思

います。 

 今 、 三 十 五 才 に な る Ｋ は 独 立 し て 私 た ち

か ら 離 れ て 行 き ま し た が 、李 さ ん と似 て い る

のでしょう。転 々としながらも、仕 事 は絶 やさ

ず働 いているようです。 

 

李 さ ん へ  

 

 李 さんと初 めてお会 いしたのは、診 療 所 が

開 設 する前 年 の越 冬 のことです。藤 枝 さん

から「李 さんに電 話 をして、何 か欲 しい物 は

あ る と 聞 い た ら “うー に ゅ ー ”と 言 っ た ま ま 返

事 がなくなっちゃった」とのお話 。早 速 、李 さ

ん の 家 に 向 か うと、李 さん は 今 よりの 二 倍 く

らいの大 きさに全 身 が浮 腫 んでいました。俊

夫 さんがずっーっと入 院 の説 得 を続 け、よう

やく越 冬 テントに救 急 車 が呼 ばれました。 
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 そしてその次 の年 、また李 さんと連 絡 が取

れず、玄 関 には鍵 がかかっていたため２階 ま

ではしごをかけ、窓 から侵 入 するという、また

また救 出 劇 がありました。 

 入 院 先 の本 牧 クリニックで、以 前 は絶 対 に

飲 まなかった毎 日 自 分 で飲 むことができるよ

うになっていました。 

 1999 年 5 月 11 日 、デイケアがオープンし

ます。この頃 、李 さんはまだ入 院 中 でした。

退 院 日 の 6 月 18 日 、李 さん初 めてのデイケ

アです。それから去 年 の 10 月 に動 けなくな

るまで、17 年 と 4 か月 ほぼ毎 日 通 っていまし

た。もちろん、最 長 です。 

 息 子 さんのいる稲 子 へも行 事 のたびに一

緒 に行 きました。稲 子 へ行 くと、エプロンをキ

ュッとしめ、食 事 を作 り稲 子 農 場 の八 州 子 さ

んに“ママー”と呼 ばれ､

我 が 家 に 帰 っ て き た 感

で 立 ち 振 る 舞 っ て い ま

した。静 かに過 ごしてい

る デ イ ケ ア で の 李 さ ん と

は 別 人 で す 。 息 子 さ ん

に 会 え る 時 で も あ り ま し

た 。 息 子 さ ん が 独 立 し

てからは、いくら誘 っても、全 く行 かなくなっ

てしまいましたが。 

 お泊 まり旅 行 にも一 緒 に行 きました。お出

かけもいっぱいしました。 

 ここ数 年 は毎 日 デイケアに来 ていても寝 て

いることが多 く、お出 かけする事 も少 なくなっ

ていました、口 にはしなかったけれど身 体 が

辛 かったのかもしれません。 

 最 後 にデイケアにいらしたのは、４階 から 1

階 に引 っ越 した当 日 。階 段 のない 4 階 に住

んでいて、体 力 の低 下 と共 に外 へ出 られな

くなった李 さん、数 ヶ月 にわたる説 得 の上 、

大 家 さんの協 力 の下 やっとお引 っ越 しする

ことが で き ま し た 。車 い す で 登 場 し た 李 さん

は「おはよう」と元 気 な姿 を皆 に見 せ、一 日

を過 ごしました。貫 禄 を感 じます。でもやはり、

辛 かったのでしょう。それから、入 院 までの間 、

訪 問 看 護 師 さんとヘルパーさん、診 療 所 の

デイケアにみまもられ、家 のベットで過 ごすこ

とになります。 

 李 さんは、最 期 まで元 気 でした。入 院 して

からも、たくさんの人 に会 えました。異 国 での

生 活 は 苦 労 が 多 か った で しょう。で も、そ ん

なことは一 切 口 にはせず、力 強 かったです。 

 李 さんの死 後 、韓 国 のご家 族 に連 絡 を取

ろうと思 い、韓 国 領 事 館 に相 談 をしました。

領 事 館 の 方 は 諸 事 情 を考 慮 し、親 身 に 相

談 に乗 ってくださり、地 元 警 察 にも連 絡 を取

ってくれ、ご家 族 の安 否 確 認 をしてください

ました。 

 残 念 ながらご両 親 とお姉 さんはすでに亡 く

なっており、弟 さんも入 院 中 で連 絡 が取 れる

状 態 ではない旨 のご連 絡 を頂 きました。 

 李 さんの熱 くて大 きな、そして身 内 を心 か

ら大 事 にする人 柄 は、生 まれたときから培 わ

れたものなのだなと思 うのです。 

 李 さん、ご両 親 にお会 いできましたか？ 

（矢 島  雅 子 ） 

 

李 さ ん が  

亡 く な っ て し ま い ま し た 。  

 

 李 さんは数 年 前 から食 は減 り、体 も痩 せ、

デ イ ケ ア で の 殆 ど を 李 さん 用 に 敷 か れ た 二

畳 の 畳 の 上 で 寝 て 過 ご し て い ま し た 。 過 去

にも何 度 か体 調 を壊 しては復 活 してきた李

さんですが、昨 年 夏 にお腹 に腫 瘍 がある事

がわかったそうです。しかしその後 も入 院 せ

ず、自 分 の部 屋 で一 人 で暮 らし、訪 問 看 護

や診 療 所 の医 療 スタッフ、そしてデイ職 員 の

見 守 りを受 けながら暮 らしていました。 

がまん強 い方 でした 

 昨 年 末 。私 「が李 さん痛 くない？」と聞 くと 

さすがに顔 を少 し歪 めて「うん」と返 事 をされ

ました。その後 すぐに入 院 となったのでそうと

う痛 か っ た こ と だ と 想 像 す る の で す が 、 そ れ

でも痛 みに耐 えていらっしゃいました。 

 

息 子 思 いの母 親 でした 

 李 さんの息 子 は他 県 で暮 らし診 療 所 とは

殆 ど無 縁 状 態 になっていましたが、李 さんの

支 給 日 に訪 ねてくる息 子 の事 を心 待 ちにし
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て い た よ う で す 。 息 子 の 為 に 煙 草 を 用 意 し

たり、金 銭 も渡 していたようですが「息 子 さん

が来 るのよ」とよく言 っていました。 

 

こんな李 さんを思 い出 しました 

 １６年 前 、私 が診 療 所 で働 きだした時 には

李 さ ん は す で に デ イ ケ ア に い ら っ し ゃ い ま し

た。その当 時 は一 緒 に料 理 を作 りました。近

所 のスーパーへも一 緒 に買 い物 に行 きまし

た 。 キ ム チ が 好 き で 、 ち じ み を 作 っ て 下 さ い

ました。餃 子 も上 手 でした。何 しろ手 際 がよ

く料 理 上 手 でした。 

 

韓 国 へ時 々帰 国 していました 

 ７・８年 前 くらいまではパスポートの申 請 を

し 、 お し ゃ れ を し て 帰 国 し て い ま し た 。 お 土

産 たくさん用 意 したのかなぁ。 

 

真 知 子 巻  

 お し ゃ れ な 李 さ ん 。 真 知 子 巻 が 似 合 っ て

い ま し た 。 デ イ の お 出 か け の 時 に も 真 知 子

巻 をしていました。 

 

天 気 予 報  

 雨 が降 りそうなときは傘 に長 靴 。お昼 の天

気 予 報 は欠 かさず見 ていました。「李 さん、

明 日 の天 気 は？」「晴 れるよ」李 さんの天 気

予 報 はよく当 たりました。 

 

エアロビでは先 頭 にたって 

 元 気 だったころ、李 さんは先 頭 になって体

を動 かしていました。鏡 に映 る自 分 の動 きも

充 分 とらえていました。調 子 によってはお茶

や 音 楽 な ど 様 々 な プ ロ グ ラ ム に も 参 加 。 山

下 埠 頭 から乗 るシーバスは大 好 きでした。 

 

毎 年 稲 子 に行 っていました 

 特 に稲 刈 りでは稲 を結 ぶ麻 紐 切 を自 分 の

担 当 に 決 め 、数 百 本 の 紐 を 切 っ て くれ ま し

た。 

 

苗 字 と呼 び捨 て 

 女 性 職 員 にお願 い事 があるときは「〇〇さ

ん 」 と 優 し く 苗 字 で 声 掛 け 。 普 段 は 名 前 や

苗 字 を 呼 び 捨 て の 李 さ ん 。 な ん だ か わ か り

やすかったなぁ。 

 

替 え歌  

 歌 が上 手 だったそうで、時 には俊 夫 さん、

藤 枝 さんの替 え歌 （？）をよく歌 っていたそう

です。 

 

そんな李 さんでした 

 この数 年 は、ほとんど寝 て過 ごす様 になっ

てしまった李 さん。食 事 も口 に運 んでくれる

ものが少 なくなました。でも、カレーやプリン、

バナナなどは食 べてくれました。 

 「元 気 ですか～」と聞 くと「元 気 ですよ～」と

答 えてくださり。帰 り際 には「さよならね～」と

言 って帰 って行 った李 さん。 

 

「李 さん。いろいろ、ありがとね～」 

（橋 本  等 ）
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職 員 自 己 紹 介  

 

 

 

鈴 木  吏 津 子  

 

 

 

 5 月 からことぶき共 同 鍼 灸 院 の一 員 となり

ました。鍼 灸 学 校 卒 業 以 来 の友 人 である新

井 さんに声 をかけていただきました。以 前 か

ら 、 こ ち ら に つ い て の お 話 を 聞 か せ て も ら っ

ていましたが、働 くということで、新 たな縁 を

作 る機 会 をいただいたと思 っています。 

 私 が 鍼 灸 師 に な ろうと思 った きっか け は 、

私 自 身 の腱 鞘 炎 を治 してもらったことです。

当 時 、東 洋 医 学 の本 を読 んで、こういう考 え

方 って面 白 い！ それだけでした。その後 、

だんだんと自 分 もやってみたい、ほかの人 を

治 せるように、助 けになりたいと思 うようになり

ました。施 術 については、まだまだ勉 強 不 足

で、何 年 たっても反 省 は尽 きないのですが、

その時 の自 分 の最 善 を尽 くすということは肝

に銘 じています。 

 ここでは、精 神 科 の先 生 方 をはじめ、様 々

な職 種 の方 たちが一 緒 に働 いています。ま

だどんな仕 事 があって、どんなふうに患 者 さ

んたちと接 しているのかなど、わからないこと

だ らけ で す が 、朝 の ミー テ ィン グ に 参 加 し て

いると、温 かい心 、気 を感 じます。 

 それがここ、ことぶきの基 本 なのだと思 いま

す。私 もその基 本 を忘 れずに、鍼 灸 師 として

できることをしたいと思 っています。よろしくお

願 いします。 

	  
 

 

 
【国の貧困対策関係】厚労省は昨年 5 月の川崎簡易宿泊所火災を踏まえ「居住の安定確保支援

事業」(2013 年度開始)を拡充し、簡易宿泊所等からアパートへの転居支援を強化(予算 5.3 億円、補助

率 3/4)[4 月]【センター(寿町総合労働福祉会館)】寿町供養塔は徳恩寺へ移転[3.9]／センター閉館[3.25]

により寿町診療所・図書室・娯楽室等は松影公園の仮設施設へ移転し開館[3.28]、寿労働センタ

ーはＬプラザ 1 階へ、寿クリーンセンターは MM ビル１階	(寿町 3-9-7)へ移転[4 月]【はまかぜ】

神奈川県匡済会、第 3期目の指定管理者(5 年間)として運営開始[4.1]【野宿者】1 月実施の全国調

査によれば横浜市内の野宿者は 536 人（うち男性 521 人、女性 15 人）[1 月現在]【簡易宿泊所】横浜市、

簡易宿泊所に立ち入り検査実施(消防局 114 施設(対象 119 施設中)、健康福祉局 41 施設、建築局 16 施設)	

[5.17-18]／白樺荘建替新築予定[6.30 現在も更地]／東日本港運横浜営業所跡地に簡宿建築予定(あさ

み館とロイヤル石川の間)[6 月解体中]【調査レポート】梶川浩「寿地区簡易宿泊所街の高齢化と課題(第

二報)」(横浜市政策局『調査季報』177 号)['15.12]【選挙】森英夫氏、参院選神奈川選挙区で立候補(社

民党公認)[6.22 公示]【医療】山中修氏、第 4回日本医師会・産経新聞社赤ひげ大賞受賞['15.12.16]

【花いっぱい運動】『サポーターの会	合冊本 2』刊行	[4 月]【介護】株式会社横浜ケアセンター

「訪問介護	浜っ子サービス」設立[1.1]	

	 ※	寿町に関係する国・自治体の政策等も一部含まれます。	 	 	 	 	 （寿町関係資料室	 松本	 一郎）	
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診診診    療療療    所所所    日日日    誌誌誌			 ’’’111555 年年年 111111 月月月〜〜〜'''111666 年年年 666 月月月
   
11 月	 秋の気配、体調を崩す人多いです。

（40 号からの続き）	

11 月 24 日	 第 12 回天ぷら祭り	

11 月 25 日	 寿福祉まつりにデイケアも参加。いし

もちを売る	

	

12 月	 病院訪問続けています	

12 月 4 日	 本牧病院に病院訪問	

12 月 11 日	 忘年会	

12 月 22 日	 ターミナルのＴさん譫妄状態となり、

入院先から逃亡	

12 月 25 日	 デイケア、クリスマス会	

	

2016 年 1 月	 今年もよろしくお願いします	

1 月 6 日	 糖尿病のＮさん家、お菓子の家からお総

菜の家へ。いつも食べ物あふれています。お金を

やっと訪問看護師さんに預けてくれることにな

りました	

1 月 23 日	 Dr.田中、最後の診察になる	

1 月 26 日	 デイケア李さん、本牧病院に入院	

	

2 月	 今年もインフルエンザ流行っていま

す	

2 月 3 日	 ドヤで紙を詰めたり大便をしたり、火を

出したりのＷさん、大量の荷物と共に入院を試み

るが断念。荷物は捨てました	

2 月 5 日	 佐藤病院訪問	

	

3 月	 借金を巡る騒ぎがうごめいています	

3 月 2 日	 デイケア、そごう美術館へ。心なしかみ

なオシャレ	

3 月 5 日	 看護師日下さん、土曜午前中勤務開始	

3 月 10 日	 山梨大学の学生さんへ Dr.鈴木講義	

3 月 23 日	 心不全、腎不全で全身浮腫んでいるＦさ

ん、受診・服薬・体動すべて拒否。土屋 Dr.往診

でやっと採血実施	

	

4 月	 診療体制変わります。Dr.天田、毎火

隔週に	

4 月 7 日	 血糖上昇中だった N さん、桐生に行くと

出発。途中警察に保護され弟さんの家に移送され

て一泊して帰宅。久しぶりの兄弟再会となりまし

た。	

4 月 13 日	 M さん、名古屋の病院を 12 年ぶりに退院	

4 月 21 日	 アルコールの A さん、飲み過ぎてドロド

ロ。部屋に送り届けた職員に「一緒に飲もう」と

誘う	

4 月 26 日	 アルコールの A さん、S さん訪問の度に

焼酎ボトル没収	

4 月 28 日	 李さん、H 病院で亡くなる。韓国にいら

っしゃる親族と連絡を取るため韓国領事館に連

絡	

	

5 月	 取材関係でのお問い合わせ増えてい

ます	

5月9日	 李さん荼毘に付される。職員も立ち会う。	

5 月 10 日	 鈴木さん、鍼灸師として勤務開始	

	 	 在宅酸素になったＮさん、まだ受け入れられな

いようで、酸素をつけずに診療所へ参上。ハアハ

アです。	

5 月 17 日	 インフルエンザ発生。もう 5 月なのに。	

5 月 18 日	 先ほどのＮさん、息も絶え絶え。肺炎も

起こし入院。	

5 月 19 日	 Ｎさん、危篤との連絡でコスモスさん駆

けつけるが、奇跡の復活を遂げる	

5 月 28 日～29 日	 デイケア、稲子へ田植え。職員の

子どもの参加多く、賑やか	

	

6 月	 20 周年の会を見届けて、俊夫さんが

旅立ちました	

6 月 2 日	 患者 I さんの家、南京虫大発生。宿に問

い合わせると、ゆめ会館本館の管理人さんが全力

で駆除に取り組んでいることが発覚。	

6 月 3 日	 デイケアＩさん、知人にたかられている

ようで引っ越しを快諾。が、ドヤの特別基準がな

くなった今、一般基準から特別基準の部屋への転

居が難しいことが発覚。	

6 月 8 日	 朝並んでいる人が、立ションをして困る

と苦情あり	

6 月 14 日	 田中俊夫さん入院。	

6 月 19 日	 診療所 20 周年の会開催。外部から 74 名

の参加あり。俊夫さんに色紙とビデオレターを送

る。	

6 月 23 日	 田中俊夫さん逝去	

6 月 27 日	 田中俊夫さん葬儀	

（矢島	 雅子）	

 


